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X 線照射に よ っ て 増大 す る ， い わ ゆ る
“
フ リー

DNA 　
’，

の 性格 づ け

加藤邦彦 （東京大学理 学部動 物学教室）

Characterization　of　X −
ray 　inCluced　so−called

t‘
　free　DNA 　

，’

KUNIHIKO 　 KATOR

　真核細飽生 物 の DNA 研 究 は ，
サ テ ラ イ トDNA ，

DNA の 重複構造 の 研究等 に よ り顕著 な 進歩 が 見 ら

れ る。と こ ろ で ， 放 射線生物 の 分 野 に お い て は ，低

線量 X 線照射後の リ ン パ 系細胞 で 核内 DNA が可溶

化 して 来 る 事 が 知 られて い る 。 　こ の DNA は 蛋 白質

フ リ ーの 意味 で ，
“

フ リー DNA ’，
と呼 ば れ た 。 又 ，

X 線 の 直接効果 で は無 く ， 照射 に よ る代謝異常 が 原

因 で DNA が あ る 大 き さ に 切 断 す る ら し い 。 そ こ

で ， こ の DNA の 正 確 な characterization は ，　 DNA

お よ び 染色体 の 構造 研 究 の
一

助 に な る と 思 わ れ る。

材 料 は X 線全 身照射後 の ラ
ッ

ト脾臓を用 い た
。

　 まず ， 従来 の
‘t

フ リーDNA ”
の 調製法に は 大 き な

欠陥が あ っ た の で ，密度 こ う配平衡遠心 法 に よ り塩

基組成を調 べ た 。 塩基組成は均一で 正常 DNA に 近

か った 。 そ し て ，最 も驚 くべ き事は，
lt

フ リ
ーDNA ”

と呼ばれ て い た もの が ， 蛋 白質 と DNA の 複合体 で

あ っ た事で あ る。こ の 事に
“

フ り一 DNA ”

を ホ ル

マ リ ン 困定後 に ， CsCl の 密度 こ う配 平衡遠 心 に か

け る事に よ り証 明 さ れ た。照射後 の 経時的追跡 に よ

っ て も，複 合体 の 蛋 白 質 ，DNA は一
定 で ．ピ ス ト ン

等 の 剥離は 観察さ れ な か っ た e ま た ，こ の 複 合休 は

14500092 時間 の 遠心 に よ り大部分沈澱 し ，
Sepha・

dex 　 G −200 ，2 ％ Agarose の ゲ ル ビ ーズ カ ラ ム を 用

い て の 結果 か ら，そ の 分子量 は 数百万 で あ る 事もわ

か っ た。

　 以 上 か ら，
t4

フ リ ーDNA ”
の 増大 に ヌ ク レ オ チ ド

の 切 り出 しは伴わ ない 事も含め ， 染色体 に は DNP

の ま ま で 分離さ れ や す い 分 子量数百万 の 単位 が 存在

し ， そ の 部 分 で の 塩基組成 は 均
一で 片寄 り も無 い 、

と言 う事も可 能 だ。又 ，

“

フ リーDNA ”
を 今後 は，

‘‘
フ リーDNP ”

と呼 ぶ べ き で あ る 事 は 言 うまで もな

い 。
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両生 類における穂脂質 の 比較生化 学的研究

龍崎正 士 ・小 嶋久 子 ・玉 井 洋
一

（北 黌 大学医学部生

化学教室）

Comparative　s辷udy 　on 　giyco1皇pid　孟n 　the 　sk 査n 　of

th了ee 　 SpeCieS 　 Of 　 the 　frOg

MAsAsHI 　 RYuzAKI ，　 HlsAKo 　 KoJIMA，

YOICHI　 TAMAI

　本研 究 は 両生 類 に お け る 糖脂質 の 生物 学的意義を

解明す る こ と を 目的と す る 。
Sphlngoglycolipidの 種

類 と分布 は種特異的，臓器特異的 で あ る C とが 知 ら

れ て い る に もか かわ らず，今 まで に 両 生 類に つ い て

の 脂質生化学研究 は殆ん どな い 。われわれ は 皮膚組

織 に Phytosphi ロgosine を 有 す る Ceramidemono −

hexoside（CMH ） が 存在 す る こ と を 見 出し，こ の 分

析結果 を 日本脂質生化学厨究会 （1974）で 発 表 した 。

今回 は 生育環境 の 異 な る 3 種 の 無尾両性類 ， ト ノ サ

マ ガ エ ル （Rana 　nigro ）， ア フ リカ ツ メ ガ エ ル （Xe −

noPus 　l・）， ヒ キ ガ エ ル （Bu ∫o　b、　i） の 皮膚か ら

CMH を単離精 製 し ， そ の 分 子種各 々 の 構成糖，長

鎖 塩 基 ，脂 肪酸組成を分析 し 3種 間の 比較を行 な っ

た 。 皮膚 よ り総脂質を抽出 し糖脂質 を 得 た 。 粗糖脂

質 の 馭率は 皮膚湿重量 の 約 O．02％ で あ っ た 。構成

糖 ， 構成脂肪酸 ，長鎖塩基 は ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ ィ

ーに よ っ て 分析 し た e 構成糖は 3 種 とも Galactose

と Glucose か ら な り，Rana 　 n ．と XenoPus 　l・は

Ga 【aetocerebroside が 70％ を 占め る の に 対 し，

B ＃ fo　b．は 80％ が G］ucocerbroside で あ っ た 。 長

鎖 塩 基 の 組成 は Rana 　 n ．と XenePus 　J． が Di・

hydroxysphingosineを 80％ ，　 Trihydroxysphingo ・

sine を 20％有 す る の に 対 し，　 Bufo 　b．で は 前者 が

20％，後者が 80％ と極 め て 対照的 で あった 。 脂 肪 酸

組 成 は 直鎖酸 と して Rana 　n ．と XenoPus 　1．で は

16 ： 0 と18 ：0 が 50％ に 対 し ，
．B π ∫ob 一は 22 ： 0 と

24 ： 0 が 60％ を 占め て い た。オ キ シ 酸は 3種 と も

22h ：0
，，

24　h ： O，24　h ： 1 の 含有率 が 55％ で ， こ

の 他 に Rana 　n 、で は 18h ：0，　 Xenopas 　l． で は

26h ：0 を多 く含 くむ こ と が 特徴的 で あ っ た 。皮膚

糖脂質 の 生物学的意義を考察 し た 。
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